
変わる入試やテストに対応
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全国学力調査に「話すこと」の問題が加わり，大学入試も今後，4技能化されます。

科学技術・AI

●読む力を段階的に育成

分量増への対応

●求められる力の変化に対応
全国学力調査では200語弱，高校入試では，300～700語程度の長文読解問題が出題されています。
新学習指導要領による指導語数増加も踏まえ，長文を段階的に豊富に取り入れました。

2年 p.24ほか Plus One

近年の入試頻出の題材・テーマを，切り口を変えながら，教科書の中で繰り返し取り上げています。

1年 Unit 9など 2年 Unit 3など 3年 Unit 4など 3年 Let’s Read 2など

▲2年 pp.128-129 ▲2年 p.130

Unit（Read and Think） Let’s Read Optional Reading 名作鑑賞

1年 ― 130～230語程度 210～270語程度 ―

2年  80～120語程度 300～400語程度  90～140語程度 330語程度

3年 100～300語程度 400～500語程度 270～590語程度 470語程度

本編のUnit，Let’s Read

では，段階的に分量を増
やしています。

全国学力調査 話すこと 2 正答率 10.5%

国際協力の仕事・ボランティア 訪日外国人の増加 環境・エネルギー問題

時代を映した題材

定番のスピーチや対話文から物語，伝記，非連続型テキストを読み取るものまで，さまざまな文章を扱っ
ています。文章のタイプによって課題を変えながら，3段階読みで読む力を着実に育てます。

▲2年 pp.52-53

多彩な文章形式 

スピーキング

分量増への対応 単純な代入や和文英訳などではない，設定や文脈のある課題への対応力が求められています。

正答率 29.8%1年 p.27 Grammar for Communication 1

目的・場面・状況

全国学力調査 書くこと　（２）②9

歴史を時系列に
整理する

見たい演目を
選んで伝える

好きな店の
レビューを書く

本誌pp. - ，p. 参照12 15 21

文法のまとめGrammar for Communication
にも文脈のある練習を設けています。

自分の意見を考え，相手に伝わるように的確に表現することが求められています。

全国学力調査 書くこと 10 正答率 1.9%3年 p.45 Let’s Write 2 / p.66 Unit 4 Unit Activity

思考力・判断力・表現力

自分の意見とその理由を考え，
表現する活動が豊富です。

図やイラストの内容を的確に
描写・表現する力をつけます。

3年間を通して，即興的に対話を続ける
ための課題を用意しています。

読む分量は，段階的に増やしています。また，リーディング教材や新しいタイプの課題が充実し，
新傾向の高校入試や全国学力調査にも対応できます。




